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慈恵医大附属第三病院泌尿器科 の1957年 よ り

1961年 にいたる5年 間の統計的観察

東京慈恵会医科大学泌尿器科教室(主 任 南 武教授)

坂 詰 正 巳

増 田 富 士 男

石 橋 晃

     CLINICAL STATISTICS OF THE PAST FIVE YEARS 

       (1957-1961) IN THE UROLOGICAL SECTION OF 
        THE THIRD BRANCH HOSPITAL, TOKYO 

        JIKEI UNIVERSITY SCHOOL OF MEDICINE 

 Masami  SAKAZUME, Fujio MASUDA and Akira  ISHIBASIE 

        From the Department of Urology, Tokyo  Jikei University School of Medicine 

                      (Director : Prof. Takeshi Minami, M. D.) 

   Presentations of number of patients, diseases, operations and urological examinations during 
the past 5 years, from 1957 to 1961, in the urological section of the Third Branch Hospital of 
Tokyo Jikei University School of Medicin were made in memory of the Tenth-Year Anniversary 
of Professor Takeshi Minami's Inauguration. 

   During the above mentioned period, the total numbers of outpatients, inpateints and opera-
tions were 1,855, 285 and 273 respectively. 

   Roentgenographic studies were done 1,935 times in the past 5 years and endoscopic exami-
nations, 1,074 times in the same period. In general, there were tendency of increase in the 
scope of diseases and number of operations, year by year, among which increase of the 

prostatic hypertrophy was most remarkable. 
   On the contrary, venereal diseases were remarkably decreased. However, urogenital 

tuberculosis was not diminished in our hospital.

1緒 言

東京都北多摩郡狛江町に,ベ ヅ ド数324の 慈

恵医大第三分院が作られたのは,1950年10月 で

あり,泌 尿器科が設置される様にな つ た の は

1957年6月 からである.以 来,南 武教授の御指

導の下に,す でに5年 を経過 したがその間勤務

する医師が常に1人 乃至2人 という小人数の為

に,患 者数手術数等も少な く.検 査事項も余り

多くはないが,5年 間の年度推移を中心とした

統計的観察を行い,郊 外病院の状況を報告 した

いと思 う.

皿 外 来 患 者

1957年6月 より,1961年12月 迄の満4年 半の間に当

院泌尿器科外来を訪れた新患総数は,1,855人 で,男

子は1,196人 女子が659人,男 女の比は1.81=1で あ

る.東 京大学及び京都大学泌尿器科の各10年 間の統計

報告を見ると,男 女の比は東大が3.10=1,京 大が

2.59=1で,当 科は比較的女子患者が多いと云える.

併 も女子患者は,年 々増加を示し'61年には,男 女比

は,1,44:1に 達 している.こ れは当院がいわゆるベ

ヅ ドタウソに在る為,昼 間の男性人口が少い事と,従

来婦人科で治療を受けていた膀胱炎患者が,よ うやく

泌尿器科に来る様になった為と思われる,
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表1外 来患者年度別総数

*1957

1958

1959

1960

1961

total

tota1

161

342

392
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508

1,855

6
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257

295

300

1,196

♀
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図1外 来患 者 の年 度 推 移
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表2外 来患者主要疾患の推移

臨 核

1957*

1958

1959

1960

1961

total

6(3,7%)

17(5.O%)

31(7.9%)

37(8.2%)

47(9.3%)

138(7.4%)

結 石

19(11.8%)

39(11.4%)

54(13.8%)

69(15.3タ6)

腫 瘍

18(11.2%)

27(7.9%)

31(7.9%)

36(8.O%)

68(13・4%)138(7・5%)

炎 症

66(4ユ.0%)

138(40.4%)

147(37.5%)

157(34.7%)

183(36.0%)

249(13.4%) 150(8.1%) 691(37.3%)

外 傷陛螺

3(1.8%)

4(1.2%)

12(3.1%)

9(2,0%)

ユ1(2.2%)1
1

15(9.3%)

34(9.9%)

31(7.9%)

43(9.5%)

51(10.O%)

そ の 他

34(21,1%)

83(24.3%)

86(21.9%)

101(22.3%)

外来患者
総 数

161(100.O%)

342(100.O%)

392(100.O%)

452(100.0%)

11。(21・7%)150S(100・0%)

39(・ ・1%)17・(・ ・4%)41・(22・3%)1'8??。 。
.。%)

*但 し6月 以降

L年 度 別推 移

各年 度 に 於け る新患 々者 数 は,表1の 如 く1957年 の

161人 よ り年 々殖 え,1961年 に は508人 に達 した .こ の

うち,特 に女 子患 者 の 遂年 増 加 が 目立 つ のは,前 述 の

理 由に よる.図1は,こ の 年 度推 移 を グラ フに した も
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図2外 来 主 要 疾患 年 度 別実 数

ので1957年 を除き,平 均14%の 増加率である.

2,主 要疾患の推移

外来疾患を便宜上,結 核,結 石,腫 瘍,(非 特異性)

炎 症,外 傷,碕 形拉びに発育異常,そ の他の7疾 患群

に分けてみたのが表2で ある.

又 各群の年度別実数をグラフにしたものが図2で

あり,そ の年の外来患者総数に対する各疾患群の百分
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率の年度推移をグラフに したものが図3で ある,

この7群 のうち・5年閻を通じ最も多く見られたのは

炎症の691人(37.3%,),次 がその他の疾患で414入(223

%),結 石症は249人(13.4%)で3番 目であり,4番

目は崎形及び発育異常の174人(9 .4%)で あつた.腫

瘍は150人(8.ユ%)で5番 目,結 核は138人(7 .4%)

で6番 目,最 後が外傷の39人(2 ,1%)の 順であった .
これら7群 の うち,泌 尿性器結核は一般に

,年 々減少

しっっあるといわれているにも拘わらず当科に於いて

は,年 々実数百分率共に増加の傾向を示し
,'57年 で

は6人,そ の年の外来患老の3 .7%で あつたものが,
'61年には47人(9

.3%)に 殖えている.此 等の患者の多

くは,他医から紹介されてきたもの達で,なかにはかな

り遠方からも紹介されて来ている事を考えると,当 地

で結核が殖えているというより偶々患者が集って来て

いると解すべきものであらう.一 般の統計によると,

近年頓に結石の増加が著明であるというが,当 科では

軽度の増加傾向が見られるに過ぎず ,'61年 では却っ

て実数百分率とも低下するのが見られた ,腫 瘍性疾患

は,実 数では年々増加しているが百分率には余り変動

がなく外来患者の7～8%を 占めている.外 来患者の

約1/3を 占める炎症性疾患も,実 数は年々増加してい

るが外来患者に対する百分率では逆に年々低下の傾向

を辿つている.し かし'61年は,百 分率も梢々上昇を示

した.外 傷は年々増加もるとの予測がはつれ,'59年

の12人(3.1%)を 頂点にして都心と異 り近年寧ろ減少

している.崎 形及び発育異常群には,年 度変化はなく

大体外来患者の10%前 後である.そ の他の疾患も同様

に変動は殆ど見られず20%前 後を占めている.

3.泌 尿性器結核

5年 間の結核患者総数138人 の年度別,部 位別は表

3に 示す如くで5年 間を通じ腎膀胱結核の51人 が最も

多く,結 核性疾患の37%を 占めている.更 に副睾丸結

核を合併せる腎膀胱結核の5人 を加えると56人,40.6

%に なる,又,腎 膀胱結核のみの年度推移を見ると,

'59年が16人 でその年の全結核患者の51
.6%で,こ れ

表3結 核疾患々者の推移(外 来)

1957。r、958「

腎膀鵬 副1

膀胱結核 「

前立腺結核1

副睾丸結核

精索 結核1

腎膀胱結核兼
副睾丸結核

副睾丸結核兼
前立腺結核 旨

1

鑛翻1

3

1

う腺結 核i

尿路結核の疑rl
F

性器結核の疑

7

2

1

tota1 6

7

ユ7

1959

16

1

1

4

2

1

6

31

1960

12

6

1

15

3

1961

15

2

8

2

2

1

14

3

37 47

tota1

51(37.O%)

1(0.7%)

3(2.2%)

23(16.7%)

2(1.4%)

5(3.6%)

3(2.2%)

1(0.7%)

43(31.2%)

6(4,3%)

138(100.O%)

*但 し6月 以降

が最 高 で,'60年 には12人,32.4%,'61年 では15人,

31.9%と 減少 の傾 向が 見 られ た .

副睾 丸結 核 は,5年 閻 に23人 来 院 し全結 核 の16 .7%

を 占め て い る.本 症 は,'57年 を除 き年 々実 数百 分率

共 に増 加 を示 して い る.即 ち,'58年 が2人 で,そ の

年 の全 結 核 の11.8%,'59年 が4人12,8%,'60年 が6

人16.2%,'61年 は8人17.0%と 殖 え てい る.又,外

来患 者 総 数に 対す る百 分率 をみ て も,年 々 殖 え て い

る.即 ち,'58年 が0,6%,'59年 が1.O%,'60年 が1 .3

%,'61年 が1,6%の 如 くで 海 る.

尿 路 結核 の疑,性 器 結核 の疑 は,い つれ も,臨 床 的

には 結 核 であ るが,確 定診 断 の下 され ない うちに 来 院

しな くなつ た 者達 で あ る.こ の両 者 を 除外 して,結 核

を尿 路 結核,性 器 結 核 に大 別 して見 ると,(尿 路 と性

器 の2つ に 結 核 の在 る ものは,夫 々1名 と した)表4

表4尿 路結核及び性器結核の年度推移

19S7・11958

尿 路 結 核

性 器 結 核

totaI

2(33.3%)

4(66.7%)

6(100.O%)

7(70.O%)

3(30.○%)

10(100,0%)

1959 ユ960

　
18(69.2%)Il
8(30。8%)

13(65.0タ6)

26(100.O%)

7(35.O%)

20(100.0%)

1961

17(53.1%)

15(46.9%)

32(100.O%)

total

57(60.6%)

37(39.4%)

94(100,0%)

*但 し6月 以降
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の如くである.'57年 を除き'58年では,全 結核の70%

を占めていた尿路結核が,年 々その比率を減じ'61年

には53、1%に 低下 している.一 方,'58年 では,全 結

核の30%に 過 ぎなかつた性器結核は,年 々殖え,'61

年 には,46.9%に 迄上昇 している.こ の傾向が今後も

続 くかどうかは,興 味在るものと思う。

4.結 石 症

表5に 示す如 く,5年 間の結石患者総数は249人 で,

その大多数は上部尿路結石である.就 中,尿 管結石が

最も多 く,99人,39.8%を 占め,下 部尿路結石は,僅

かに2.8%を 占めるに過ぎない.又,尿 路結石の疑と

は,自 然排石後と思われる者,結 石の症状を有し乍ら

レ線撮影に来なかった者達である.

表5結 石疾患々者の推移(外 来)

表6腫 瘍疾患々者の推移(外 来)

後腹膜腫瘍

腎 腫 瘍

腎腫瘍の疑

腎被膜腫瘍

腎 嚢 腫

多発性嚢胞腎

膀 胱 腫 瘍

膀胱腫瘍の疑

腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

前立腺結石

腎結石兼尿管
結石尿管
結石兼前
立腺結石
膀胱結石兼尿
道結石

尿路結石の疑

tQtal

1957*

1

8

10

19

1958

6

21

2

1

9

39

1959

8

21

1

4

1

19

54

1960

4

25

1

39

69

1961

4

24

3

1

2

1

33

68

tota1

23(9.2%)

99(39.8%)

5(2.O%)

1(o.4%)

2(0.8%)

7(2.8%)

1(o.4%)

1(0.4%)

110(44。2%)

249(100.O%)

尿 道 腫 瘍

尿道カルンク
ラ

尿 膜 管 腫瘍

聖 丸 腫 瘍

睾丸腫瘍の疑

前 立 腺 癌

前立腺癌の疑

前立腺肥大症

前立腺肥大症
の疑

陰 茎 癌

尖圭 コソヂロ
ーム

陰茎アテロー
ム

陰嚢内多発性嚢
腫

*但 し6月 以降
tota1

1957*

1

1

2

3

1

8

1

1

18

1958

1

1

2

4

2

12

1

4

27

工959

1

1

9

2

2

1

ユ

1

12

1

2

31

1960

2

1

5

1

6

1

1

1

1

15

1

1

36

1961

1

1

9

1

5

1

1

1

16

2

38

tota1

2

1

5

1

1

1

23(15.3%)

1

5

20(13,3%)

1

4

1

4

3

63(42.O%)

2

1

9

1

1

150(100.O%)

5.腫 瘍疾患

腫瘍疾患々者の年度推移は表6に 示す如くで5年 間

の総数は150人 である.最 も多く見られたのが前立腺

肥大症の63人 で5年 間の腫瘍疾患の42.O%を 占めてい

る.次 が膀胱腫瘍の23人15.3%,拉 びに尿道カルンク

ラの20人13.3%の 順 であつた,

前立腺肥大症は,年 々僅かではあるが患者数は増加

しているが,百 分率ではあまり変動を見ない これは

膀胱腫瘍の場合も同じである.

6.炎 症1性疾患

表7に 示す如く,5年 間の炎症性疾患々者は,総 計

691人 であつた.こ の うち最も多いのが急性膀胱炎で

5年 間に287人 来院 し,41 .5%と 炎 症疾患の約半数を

占めている.こ れを年度別に見ると,'57年 よ り'59年

*但 し6月 以降

迄 は,25人(37.9%),49人(35 .5%),47人(32.0

%)と 炎 症 の 中 で 占め る比率 が低 下 して い つ た ので あ

る が,'60年 に は75人(47 .8%),'61年 は91人(49.7

%)と 再 び 増加 し始 め て い る.こ れ を,外 来 患 者 に対

す る比率 に して み て も同様 で,'57年 よ り'59年 迄 は ,

15.5%,14.3%,12 .0%と 減 少傾 向を 辿 っ て い る が,

'60年 に な る と16
.6%と 殖 え,'61年 に は,外 来 患者 の

17.9%に 達 して い る.こ れ が 前 述せ る女 子 患 者 増加 の

一 因 であ る .

2番 目は,単 純 性(非 特 異 性)尿 道 炎 の112人 で16
.2

%で あっ た.淋 疾 は5年 間 総計32人 で 第6位 で あ り,

炎 症 性 疾 患 の4.6%を 占め て い る.

又,年 々炎 症 の 中 で 占め る比 率 は低 下 し,'61年 に
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表7炎 症疾患々者推移(外 来)表8外 傷疾患々者の推移(外 来)

1957*

腎 孟 腎 炎

腎孟膀胱炎

腎周囲炎及び
腫瘍

急性膀胱炎

慢性膀胱炎

滲出性膀胱炎

小児出血性膀
胱炎

膀胱三角部炎

膀胱周囲炎及
び膿瘍

膀 胱 白 板

後部尿道炎

急性尿道淋

単純性尿道炎

尿道周囲炎

外尿道 口炎

急性睾丸炎

急性副睾丸炎

急性前立腺炎

慢性前立腺炎

慢性前立腺炎
の疑

前立腺膿瘍

精の う腺炎

亀頭包皮炎

慢性陰茎海綿
体炎

会陰部膿瘍

軟 性 下 癌

軟性下瘡の疑

そけい淋巴肉
芽腫

tota1

1

25

2

2

2

2

18

2

3

8

1

66

1958

3

1

49

6

1

2

2

3

1

7

28

1

1

9

2

9

2

10

1

1959

11

1

47

14

1

5

2

2

9

13

1

9

2

17

1

1

1

10

1960

1

1

75

6

11

2

3

8

22

1

14

2

4

13

1

1

ユ

1

1961

4

91

12

10

5

4

6

31

1

3

2

3

11

total

8

14

1

287(41.5%)

40

4

30

9

4

3

8

32

1!2(16.2%)

1

1

3

27

8

36

1

3

1

52

1

1

2

1

1

1381147P5711B3

1957*

腎 外 傷

膀 胱 外 傷

尿 道 外 傷

睾 丸 外 傷

陰 嚢 打 撲

陰 茎 折 傷

外陰部裂傷

尿 管 損 傷

尿 管 膣 撰

外傷性尿道痩

外傷性尿道狭
窄

1

2

total 3

1958

1

1

1

1

4

1959

1

4

2

1

ユ

3

12

1960

1

1

1

1

1

4

9

1961

1

2

1

1

1

5

11

total

3

4

5

2

4

1

1

1

2

1

15

39

*但 し6月 以降

8に 示す如くである.最 も多く見られたのは外傷に起

因する尿道狭窄で,5年 間に15人来院し,38.5%に 達

した.

これは,外 傷の中では尿道外傷が最も多い為と思わ

れる.

8.崎 形及び発育異常

このグループの5年 間総数は,174人 である(表9).

表9崎 形及び発育異常疾患々者の推移(外 来)

691

*但 し6月 以降

は,3.3%に 低下 している.尚,5年 間の外来患者総

数1,855人 に対する全淋疾患者の百分率は1.7%で あ

り,外 来で偶に見る疾患になってきている.

7.外 傷性疾患

5年 間の外傷患者総数は39人 で,そ の年度推移は表

1957*

骨 盤 腎

発育不全腎

遊 走 腎

先天性水腎症

崎 形 腎 孟

重複腎孟尿管

尿管開口異常

膀 胱 憩 室

膀胱三角部異
常

膀胱頸部肥厚

膀 胱 下 垂

尿 道 憩 室

1

1

2

1
195819591

8

1

1

10

2

1

2

1

1960

16

1

1

1961

1

17

1

2

1

5

1

total

1

1

53(30,5%)

1

2

4

1

3

1

5

2

2
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尿 道 下 裂12

包 茎

嶽 醸 包 茎

癒 着 包 皮

4

1

前 立 腺 症
　

停 留 睾 丸1
…

睾丸発育不全

睾 丸 捻 転

種欝 型3
類 留 官ノ症

不 妊 症

無(乏)精 子症 1

il4

1
2

lii

1

5

1

刊2
6i8

6

列

2

4

1

荏

1

2
i1[

13

5

5

45(25.9%)

total 15 34 31

4

1

9

13

叢 王

1

2i2c(琵.5%)

1

1

2

1

2

4

43i・1i1・4(1…%)

*担 し§揖以降

最も多いのは年々殖えている遊走腎で5年 間に53人来

院し,こ の群の30.5%を 占めている.比 較的本症が多

いのは,前 述の如 く,当 科は女子患旛が多い為と思わ

れる.尚,こ の53人 申,女 子ほ43人 である、2番 昌は

包茎の45人,25.9%で3番 闘が精系静脈瘤の20人,

11.5%で あつた.

9.そ の他の疾患

病名不明の堵,泌 嚴器科疾患以外の者も含めたこの

群の5年 間総数は,414人 であつた(袈10).

表緯 その飽の疾患々巻の誰移(外 来)

廉 道 狭 窄

畢 丸 禅経 症

陰 嚢 水 瘤

縞 液 瘤

精 系 水 腫

精管結紫希望

バル 卦塁ン氏

腺膿瘍

鐵 精 液 痩

乳 魔 尿 症

塩 類 尿

趨立溢蛋露嶽

無症候性血尿

無 尿

尿 閉

尿 失 禁

夜 尿 症、

性 的 神経 症!

陰萎 ・早漏 ・
不妊

梅 毒

蕎 益1圧

ライター氏症

饒群の疑

尿 崩 症 の疑

原発性アル ド
ステ掃ニズム
の疑

験韻皮麿疾患

婦人科的疾患

外 科 的疾 患

不

健 舅1

1957* 1958 1959 1960 1961

…
li

total

エ[

4

4

1

1

6

1

10

急 性 腎 炎1

封

窒

乙

1

1

1

1

11

1

1

2

!

5

2

1

!

腎 炎 の 疑

特発性腎出血

特発性腎出血
の疑

環管繍
膀胱神経症

膀 胱 異 物

膀 貌 騰

膀胱子宮痩1

神経磯窪勝既i

子宮癌の膀胱
浸潤

膀 統 娼 轟

尿 道 岡

5

2

5

三

6

6

3

2

20

1

5

1

7

16116

t…li・ ・8・ 86

4

ク

6

三

1

爆

三

3

8

1

4

1

1

1

7

3

三

28

1Q1

4

2

7

1

5

1

1

3

1

14

2

2

2

玉

7

1

王

23

110

15

4

24

1

2

26

1

1

5

7

三

1

三

2

6

57

5

13

7

三

玉

1

1

}

三

11

1

1

5

li

32

3

5

3

93

同1
王

2

1i1

11

5

2

10

2

31

1111

1

6

1

18

1

1

蔓

414

*但 し6月 以降

3

2

10

3

1

三

49

6

三

1

三4

1

Σ

2

この うち,夜 尿 症 が5年 間 に57人 来 院 し,こ の群 の

13.8%を 占め て 簸 も多 ～,次 が 近年 増 藤 して きた膀競

神 経 症 の49人,11.8%で あ る.

澄 入 院 患 者

1957年6肩 ようほ§§1年捻舞迄の入院懲者総数は2§§

人である.そ のうち男予が197人,女 予が88人 でその

比は2.24:1で あつた(表11)

5年 間を平均 してみると外来患者の約15%が 入院 し

ていることになるが,病 床数が限られている為外来患

潜の増加と平行 して入院患者が確えるという訳にはい

かず,又 患老も意識的に選択されるのは止むを得ない

事である.函4ほ,入 院患者の錐度溺樵移をグラフに

したものである.
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表11入 院患者年度別総数

1957*

1958

1959

1960

1961

total

tota1

16

61

72

61

75

285

δ

12

42

49

43

51

197

♀

4

19

23

18

24

88

♂ 孚

3.00;1

2.21=1

2.13:1

2.39:1

2.13=1

2.24:1

入院患者総数対
外来患者総数比

9.94%

17.8%

18.4%

13.5%

14.8%

15.4%

*但 し6月 以降

数

・・1

60

40

20

tolal

.__.一 ・一._._.〆,・ ノ ♀

'57(58{59'60

図4入 院 患者 の年 度推 移

1.主 要疾患の推移

外来患者の場合と同様に,7つ の疾患群に分けてそ

の年度推移を見ると,5年 間を通して最も多く入院し

ているのは結石症の77人(27.O%)で,次 が腫瘍の63

表12入 院患者主要疾患の推移

1957*

1958

1959

1960

1961

total

結 核

1(6.3%)

5(8.2%)

17(23.6%)

13(21.3%)

10(13.3%)

46(16.1%)

結 石

6(37.5%)

23(37.7%)

16(22.2%)

17(27.9%)

15(20.O%)

77(27.0%)

腫 瘍

4(25.O%)

14(23.O%)

18(25.O%)

14(23.O%)

13(17.3%)

炎 症

1(6.3%)

5(8.2%)

6(8.3%)

3(4.9/ee/)

6(8.0%)

63(22・1%)12'(7・`%)

外 傷

1(6.3%)

1(1.6%)

6(8,3%)

4(6.5%)

7(9.4%)

崎形及び
発育異常

3(18.8%)

5(8.2%)

6(8.3%)

5(8.2%)

12(16.O%)

その他

0

8(13.1%)

3(4.2%)

5(8.2%)

12(16.O%)

入院患者総数

16(100.O%)

61(100.O%)

72(ユOO.O%)

61(100.O%)

75(100.O%)

19(…%)i31(10・9%)12S(9・8%)i285(1。 。・O%)

*但 し6月 以降

人(22.1%),3番 目が結 核 の46人(16.1%)で 以下,

崎形及 び発 育異 常 の31人(10.9%),そ の 他疾 患28人

(9。8%),炎 症21人(7.4%)拉 び に外 傷19人(6.7%)

の順で あつ た(表12)

図5,図6は,こ れ ら主 要 疾 患 の年 度 別実 数及 び百

分率 を図 示 した もの で あ る.

5年 聞 に46人 入院 した 結 核 性疾 患 々老 は,'59年 の

17人 を最 高 に,'60年 は13人,'61年 は10人 と近 年 は減

少傾向 を辿 つ て い る.外 来 で は,結 核 性疾 患 が 殖 え て

人数
20

＼ き
＼¶、 、

x結 石

その他
騎形など

く腫瘍結 核

,外 傷
炎症

図5入 院主要疾患年度別実数

年度

140

あ

第30

論

薯20

警

享/・

勇

ヌく ＼ 結.
＼.腫 瘍

騎形など
、その他

結核
/外 煽炎症

'5ク58'59/606/5{宴

図6入 院 主 要疾 患 年 度別 百分 率

いるにも拘 らず,こ の様な傾向が見られる とい うの

は,入 院処置を必要とする様な結核は矢張り滅つて来

ている事を示すものと思われる,

結石症も外来では増加しているのに対 し,入 院患老

は,'58年 の23人 が最高で,以 後減少傾向を示し,'61

年 には15人 に迄減つている.こ れは近年,保 存的療法

を多く用いる為である.

腫瘍疾患も同様に,外 来では年々殖えているのに対
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し,入 院患者は'59年の18人 が最も多く'60年14人,'61

年13人 と減少を示している.

炎 症性疾患には,年 度変化が見られないが,外 傷は

幾分増加する傾向を示している.崎 形及び発育異常の

グループは,'61年 に稽々多 く入院した,そ の他の疾

患が'61年 に殖えたのは,整 形外科と兼科で脊髄膀胱

の患者を管理する事になつたからである.

2.泌 尿性器結核

表13に 示す様に,腎 結核が最も多く,5年 間の結核

患者46人 中,33人,71.7%を 占めている.

表13結 核疾患々老の推移(入 院)

蜘

表15腫 瘍疾患々者の推移(入 院)

腎 結 核

膀 胱 結 核

副 睾 丸 結 核

副睾丸 精嚢腺
前立腺結核

精 索 結 核

尿路結核の疑

tota1

1957*

1

1

4

1

5

13

1

1

2

17

1960

ク

4

2

13

1961

8

1

1

tota1

33

1

6

腎 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍

尿 道 腫 瘍

聖 丸 腫 瘍

前 立 腺 癌

前立腺肥大症

陰 嚢 腫 瘍

後 腹 膜 腫 瘍

膀胱腫瘍の疑

前立腺癌の疑

副腎腫瘍の疑

1 tota1

2

1957*

3

1

4

1958

2

2

1

ゴ

14

1959

1

7

1

1

5

1

1

1

18

1960

4

2

7

1

14

1961

1

5

1

6

13

tota1

2

18

3

3

10

2

3b

1

1

1

1

1

63

3

*但 し6月 以降

46

*但 し6月 以降

3.結 石 症

入院した者はすべて上部尿路結石で,尿 管結石が5

年 間に53人,68.9%と 最 も多 く,腎 にも結石を合併す

る4人 を加えると57人,74.O%に 達 した.

5.炎 症性疾患

各疾患にっいては,例 数が少ないので,そ の年度変

化は不明である.又,従 来腎孟炎 と診断されているも

のは,す べて腎孟腎炎の中に一括した(表16)

表16炎 症疾患々者の推移(入 院)

表14結 石疾患々者の推移(入 院)

腎 結 石

尿 管 結 石

腎結石十尿管結石

尿 路 結石 の疑

total

1957*

6

6

1958

4

16

3

23

1959

3

11

1

1

16

1960

6

8

3

17

i
1961total

2

12

1

15

15

53

4

5

77

*但 し6月 以降

4.腫 瘍疾患

外来と同様に,最 も多いのが前立腺肥大症で,5年

間の腫瘍患者総数63人 のうち30人,47.6%と 約半数を

占めている.

次が膀胱腫瘍の18人 で28.6%で あつた(表15)

腎 孟 腎 炎

腎 孟 膀 胱 炎

腎 周 囲 炎

腎 周 囲 膿 瘍

膀 胱 炎

膀 胱 周 囲 炎

膀胱周囲膿瘍

急性前立腺炎

前 立 腺 膿 瘍

急性副睾丸炎

陰 の う膿 瘍

total

!
1957「1958

1

1

1

1

2

1

5

1959

1

1

2

1

1

1960

2

1

:

6131

1961

4

1

1

6

total

4

2

1

1

2

2

2

2

2

2

1

21

*但 し6月 以降
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6.外 傷性疾患

郊外に在る故か,救 急指定病院であるにも拘わらず,

外傷性疾患は意外に少なく,5年 間に19人 である.そ

のうち,外 傷性尿道狭窄が5人 であった(表17)

表17外 傷疾患々者の推移(入 院)

腎 外 傷

膀 胱 外 傷

尿 道 外 傷

陰 嚢 打 撲

尿 管 損 傷

尿 管 膣 痩

膀 胱 痩

尿 道 痩

外傷性尿道狭窄

tota1

119
57*19581959
_1

1

1

1

1

1

1

2

2

6

1960

2

1

1

4

1961

1

2

1

1

2

7

tota1

2

3

3

1

7.碕 形及び発育異常

この群の5年 間総数は,31人 で,最 も多く入院した

のは遊走腎の12人(34.3%)で あった.外 来を訪れた

遊走腎患者は53人 であるから,そ の22.6%が 入院した

訳である(表18)

8.そ の他の疾患

その他の疾患々者総数は,28人 である,3人 も乳襖

尿患老が見られたが,彼 等はいずれも沖縄出身者であ

つた(表19)

表19そ の他の疾患々者の推移(入 院)

1

1

1

2

5

19

*但 し6月 以降

表18崎 形及び発育異常疾患々者の推移(入 院)

骨 盤 腎

発 育 不 全 腎

遊 走 腎

先天性水腎症

崎 形 腎 孟

重 複 腎 孟

膀胱頸部肥厚

尿 道 下 裂

前 立 腺 症

包 茎

停 留 宰 丸

睾 丸 捻 転 症

精 系 静 脈 瘤

total

1957*

1

1

1

3

1195S

4

1

5

1959 196。11961

2

1

1

2

3

1

3

1

1

2

tota1

1

1

12

1

1

特発性腎出血

水 腎 症

膀 胱 出 血

膀 胱 脱

膀 胱 異 物

膀 胱 白 板

膀 胱 神 経 症

神経因性膀胱

陰 の う水 腫

夜 尿 症

乳 靡 尿

無 尿

腎性高血圧の疑

脊 索 腫

急 性 虫 垂 炎

tota1

1957*

0

1958

1

1

1

2

1

1

1

8

1959196・ll961

1

1

1

3

1

2

1

1

5

2

1

姿

2

2

1

12

tota1

3

1

1

2

6

1

5

2

3

1

1

2

12

1

4

4

1

3

1

1

1

1

28

1

2

2

3

1

1

工

4

31

*但 し6月 以降

*但 し6月 以降

IV手 術 患 老

1957年6月 より,1961年12月 迄の手術患老総数は,

264人 で,そ のうち男子が200人,女 子が64人 であつた.

外来患者に対する手術患者の比率は,表20に 示す様

に平均14.2%で ある.手 術患者の年度推移は,表20,

図7に 示す如 く年々僅かつつではあるが増加を示して

いる.併 し,こ れも後述する様に主として外来小手術

が殖えているのであって,病 床数の関係及び医師数の

関係から大手術は,ほ とんど増加していない.

表21,図8に 示す如く入院手術患者のみについて見

ると,5年 間に男子117人 女子34人 あわせて151人が入
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手術患者年度別総数(含 外来小手術)

tota1

1957*16

195847

195961

196064

196176

tota1 264

6

11

37

46

45

61

200

♀

5

10

15

19

15

64

6♀

2,20=1

3.70:1

3。06=1

2.3731

4.07:1

3,13:1

外来患老に対
する手術率

人数

40

9.9%

13.7%

15,6%

14.2%

15,0%

14.2%

*但 し6月 以降

人 数

80

70

60

50

40

30

20

/0

0

加 ≠α乙

『57'58,59'60,6/生 手度

図8入 院 手 術患 者 の 年 度 推移

表22手 術 々式 の 推 移

ビotat

上部尿路に対
する手術回数

下部尿路に対
する手術回数

性器に対する
手術回数

その他の手術

total

1957*

6

2

7

0

15

1
19581959
i

14

8

24

1

47

16

18

26

4

64

1960

23

20

20

2

65

1951

21

18

36

7

82

tota1

80(29.3%〉

66(24.2%〉

113(41.4%>

14(5.1%〉

273(100.O%)J

'57'58'5960'6/葺 度

図7手 術 患者 の年 度 推 移

表21入 院手 術 患者 年 度 別総 数

入院愚老に対
する手術率

*但 し6月 以降

表23手 術々式の推移

total

1957*

1958

1959

1960

1961

totaI

8

22

38

41

42

151

δ

5

17

31

30

34

♀

3

5

7

11

8

11734

δ ♀

1.67:1

3.40:1

443=1

2.73:1

4.25:1

3.44・1

50.O%

36.1%

52.8%

67.2%

56.0%

53.2%

*但 し6月 以降

院手術を受けている.平 均すると入院患老の53.2%が

手術を受けた事になる.叉,そ の年度推移を見ると,

前述せる如く入院手術患者数の変動は殆んどなく,凡

そ1年40人 前後である.

1.手 術 々式の推移

1957年6月 より,1961年12月 迄に264人 の患者に,

(1)上部尿路に対する手術

腎 別 除 術

腎 部 分 切 除 術

腎 固 定 術

腎 被 膜 剥 離 術

腎周囲リンパ腺廓清
術

腎 痩 設 置 術

腎周囲膿瘍切開術

腎 切 石 術

腎 孟 切 石 術

尿 管 切 石 術

尿管 端 々吻合 術

尿管廻腸皮膚痩設置
術

尿管 皮膚 移植 術

尿管膀胱 再移植術

1957*

2

1

3

19・811959/9・ ・

2

2

2

1

1

1

5

4

2

1

4

4

1

4

3

1

11

1

1

2

1961

7

2

1

1

1

2

4

1

2

total

19

2

10

2

1

1

1

2

7

27

1

1

2

4
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totaI 6 14 16 23 21 80
尿 道断 裂成形 術

*但 し6月 以降

総計273回 の手術を行つているが,そ の術式 を表22

の如く分けて見ると,上 部尿路に対する手術は80回

(29.3%),下 部尿路に対す る手術が66回(24.2%),

性器に対する手術が113回(41.4%),そ の他の手術が

14回(5.1%)で ある.

2.上 部尿路に対する手術

5年 閥の上部尿路に対する手術80回 の うち,最 も多

く行われたのが尿管切石術の27回(33.8%)で あ る.

この切石術が'61年 に減少 したのは,前 述の如 く,バ

スケッ トカテーテルの使用及び自然排石促進法が多く

試みられた為である.2番 目に多かつたのは,腎 別出

術の19回(23.8%),次 が腎固定術の10回(12.5%)

であつた(表23)

3.下 部尿路に対する手術

5年間の下部尿路に対する手術66回 の うちその1/3

にあたる22回 が手術用膀胱鏡を用いた経尿道的操作で

ある.こ の他,cap-patchの 手術を3例 に行つている

(表24)

尿道下裂 成形術

尿 道 痩 閉 鎖 術

尿道 狭窄切 除術

尿 道 結 石 摘 除術

尿道カルンクラ焼灼
術

尿 道 腫 瘍 別 出術

尿 道 脱 切 除 術

外尿 道 口切 開術

外尿道口裂傷縫合術

2 2

1

1

2

1

3

3

1

4

1

2

1

2

1

707

total 2 8 18 20 18

3

1

3

2

1

13

1

1

1

1

66

表24手 術々式の推移 ②下部尿路に対する手術

tota1

*但 し6月 以降

4.性 器 に 対 す る手術

5年 間 の性 器 に対 す る手 術 総 数は113回 で,最 も多

い のが 包茎 手 術 の37回(32.7%)で あ った.又t被 膜

下前 立 腺 別 除術 は,年 々僅 か 乍 ら増 加 し5年 間 に14回

(12.4%)行 い,第3位 を 占め て い る(表25)

膀胱 全 別 除 術

膀胱部分切 除術

回腸膀胱造 設術

膀胱腫 瘍別 除術

膀胱破裂閉鎖 術

膀胱周囲膿瘍切開術

膀 胱 切 石 術

膀胱異 物摘 出術

膀 胱 腰 設 置 術

膀胱 痩 閉 鎖 術

膀胱 脱 切 除 術

経 尿 道 的 操 作

(膀胱腫瘍焼灼術)

(膀胱白板 ・炉胞焼灼
術)(
膀胱結石及び異物摘
除)

(膀胱頸部切開術)

(尿管口切 開 術)

1957* 1958

1

3

(2)

(1)

19591960

}

2

1

1

1

1

1

2

1

1961

4

(1)

(1)

(2)

1

1

1

1

表25手 術々式の推移(3)性 器に対する手術

1957*

1I

Ill

I{

9、6

(2)

(5)1(1)

　

(2)!(2)

(1)1

(1)「(1)

1

2

3

3

2

1

1

ユ

1

1

1

2.2

(3)

(9)

(7)

(1)

(2)

一 側 除 睾 術1

睾 丸 固 定 術

窒 丸試験切 除術

副 睾 丸 別 除 術

被膜下前立腺別除術

前立腺試 験切 除術

精 管 結 紮 術

精索結核 腫 刎除 術

精系静脈瘤根治手術

癒 着 精 索 剥 離 術

陰の う水腫根治手術

陰の う血 腫切 開 術

陰の う・の う腫易U出
術

包 茎 手 術

炎圭コンジローム焼
灼術

total

3

1

2

7

1958

3

1

3

5

12

24

1959

2

1

1

2

1

6

1

1

2

2

6

ユ

26

196C

1

2

4

7

6

20

1961

2

1

5

12

1

1

3

11

tota1

9

1

1

壬

14

1

33

1

2

1

5

2

1

37

1

36113

*但 し6月 以降
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5.そ の他の手術

その他の手術は,5年 聞総計14回 で,副 腎別除術を

1回 行つている他,人 工腎臓(慈 大式)も1例 に施行

している(表26)

表26手 術 々式の推移(4)そ の他の手術

副 腎 別 出 術

尿膜管腫瘍捌出術

膀胱後腔腫瘍別出術

試 験 開 腹 術

胆 の う 易1出 術

そけいヘルニヤ根治
手術
両側内腸骨動脈結紮
術

手 術 創 再 閉 鎖 術

腕部ガングリオン別
出術

人 工 腎 臓

tota1

1957*

0

19581959
1

1

1

1

1

1

1

4

1960

1

1

2

1961

2

2

2

1

7

tota1

1

1

1

3

1

1

2

2

1

1

14

5年 間に行つた撮影回数は,総 計1,935回 であ り,

この間に外来を訪れた患者数は1,855人 で あるので,

平均,外 来患者1人 について1.04回 の撮影を行つたわ

けである.併 し乍 ら,'59年 の1人 あた り1.35回を頂

点にして,以 降1人 あたりの撮影回数が減少 してきた

のは,放 射線科の撮影能力が限界近く迄来た事と,矢

張 り医師数の不足によるものと思われる.

次に撮影法の種類であるが,表28に 示す様に排泄性

腎孟撮影法が最も多く,5年 間に819回 行 なつている.

表28X線 検査法の種類

単純撮影法

排泄性腎孟撮影法

逆行性腎孟撮
影法

経腰的腎孟撮
影法

膀胱撮 影法
(含気体膀胱撮影
法)

尿道撮影法

*但 し6月 以降

尚,こ の表には加えていないが,著 者等は,右 側腹

部を切開する場合は,必 ず虫垂切除を併せ行 う事を原

則にしている.

VX線 検 査

1957*

精のう撮影法

後腹膜気体送
入法

腹部大動脈撮
影法

4

31

13

3

10

total

1

1

63

1958

96

141

51

10

18

2

3

321

1959

192

217

62

1

23

31

1

2

1960

178

206

55

2

19

19

1

3

1

529484

1961

190

224

68

5

17

28

2

2

2

538

total

660(34.1%)

819(42.3%)

249(12.9%)

8(0.4%)

72(3.7%)

106(5.5%)

4(0.2%)

10(O.5%)

7(0.4%)

1,935
(100.O%)

X線 検査法は,内 視鏡検査法を並んで泌尿器科領

域では最も普通に行われる検査法である関係上,撮 影

回数は当然患者数に平行 して増加 していくものである

(表27)

表27X線 検査法の推移

*但 し6月 以降

これは,外 来患者2.3人 に1回 行なつている割合に

なる.次 が単純撮影の660回,逆 行性腎孟撮影の249回

の順であつた.

VI内 視鏡検査

撮影回数

1957*

1958

1959

1960

1961

63

321

529

484

538

外来患者数

161

342

total

392

452

508

1,935 1、855

表29内 視鏡検査法の推移

患者1人 にっ
いての撮影回

数

0.39

o.94

1.35

1.07

1.06

1957*

1958

1959

1960

1961

1.04 tota1

*但 し6月 以降

検査回数

50

217

308

258

241

1,074

外来患者数

161

342

392

452

508

1,855

内視鏡1回 に
対する患者数

3.22

1.58

1.27

1.75

2,11

1,73

*但 し6月 以降
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表30内 視鏡検査法の種類

尿 道 鏡

膀 胱 鏡

(尿管カテーテリス
ム)

(逆行性腎孟撮影)

tota1

1957*

4

46

(5)

(13)

50

1958

8

209

(14)

(51)

217

1959

8

300

(24)

(62)

1960

1

1@)
308

257

1(55)
1

1961

3

238

(44)

(68)

258241

tota1

計363回 に な る.平 均 す る と,外 来 患 者5.11人 に1回

の割 合 で尿 管 カテ ーテ リス ムを 行 つた こ とにな る ,

24

1050

(114)

(249)

1074

*但 し6月 以降

表29に 示す様に,5年 間に行つた内視鏡検査回数は

1,074回である.平 均すると外来患者1.73人 に1回 の

割で,内 視鏡を行なつた事になる,併 し,本 検査 法

も,'59年 の308回 を頂点にして以後寧ろ減少したの

は,患 者数の増加による鍼寄せが,こ の手間と時間の

かかる内視鏡検査に集められたものと思 う.内 視鏡検

査を,尿 道鏡と膀胱鏡に分けてその年度推移を見ると

表30の如くである.こ の膀胱鏡の中に含まれる尿管カ

テーテリスムとは,薬 液等の腎孟注入やバスケ哩 トカ

テーテルの使用,尿 管の拡張或は探索等の操作を含む

もので逆行性腎孟撮影は含まれていない.従 って,こ

の撮影法を加えると尿管カテーテリスムは,5年 間総

冊 総括及び結語

南武教授 の就任10周 年 にち なんで,第 三病院

泌 尿器科が設置 された1957年 よ り1961年 に いた

る5・年 聞の患者数,手 術数,X線 撮 影及び内視

鏡検査数を集計報告 した.

1.外 来 患者総数は1,855人 で,そ のうち男

子が1,196人,女 子 が659人 であつた.

2.入 院 患者総数は285ノ～で,男 子が197人,

女 子が88人 で あつた.

3.手 術 患者総数は264人 で,そ のうち入院

手術患者は151人 であつた.

4.X線 検査 は,総 計1,935回 行 なつた.平

均1人 の患者に1.04回 の撮影 を行なつたわけで

あ る.

5.内 視 鏡検査は・総計1,074回 行 なつた.

平 均する と患者1.73人 に1回 の割 で検査 した事

にな る.

(御校閲戴いた南教授に感謝いたします)

■
UM83璽

造影能率の高い
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